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中学理科プリント（過去問類似）
物質の性質

名前 得点
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問1 物質の種類によって決まっている、物質1立方センチメートルあたりの質量のことを何といいますか。 （2024年　鹿児島公立入試　類似）

1.  融点 2.  密度 3.  質量パーセント濃度 4.  溶解度

問2 質量パーセント濃度の定義と構成要素の関係について述べた文として、正しいものはどれか。 （2014年　山口公立入試　類似）

1.  溶媒の質量に対する、溶けてい
る溶質の質量の割合をパーセント
で表したもの

2.  溶液全体の質量に対する、溶け
ている溶質の質量の割合をパーセ
ントで表したもの

3.  溶質の質量に対する、溶媒の質
量の割合をパーセントで表したも
の

4.  溶液全体の質量に対する、溶媒
の質量の割合をパーセントで表し
たもの

問3 純粋な水と海水をそれぞれ加熱したときの沸騰のしかたについて、混合物である海水の特徴を述べたものとして正しいものは
どれですか。 （2023年　福島公立入試　類似）

1.  沸騰が始まってからも、液体の
濃度が変化していくため、温度は
一定にならずに上がっていく。

2.  沸騰している間は、混ざってい
るすべての物質が気体になるまで
温度は一定に保たれる。

3.  海水を加熱しても水だけが先に
蒸発するため、沸騰中の温度は純
粋な水と同じ100℃で一定にな
る。

4.  混合物は加熱しても沸騰という
現象が起こらないため、温度のグ
ラフに水平な部分は現れない。

問4 ポリエチレンの袋に少量の液体エタノールを入れ、袋の中の空気を抜いて密閉しました。これに熱湯をかけたところ、液体だ
ったエタノールはすべて気体になり、袋は大きく膨らみました。このときの、エタノールの状態の変化と密度の関係について
説明したものとして適切なものはどれですか。 （2021年　茨城公立入試　類似）

1.  液体から気体へと状態変化し、
全体の質量は変わらずに体積が急
激に増えたため、密度は小さくな
った。

2.  液体から気体へと状態変化し、
全体の質量が急激に増えたため、
密度は大きくなった。

3.  液体から固体へと状態変化し、
全体の体積が減少したため、密度
は大きくなった。

4.  液体から固体へと状態変化し、
全体の質量が減少したため、密度
は小さくなった。

問5 水とエタノールの混合物を蒸留した際、加熱時間の経過とともに試験管に集まる液体の密度は徐々に大きくなり、最終的には
1.00g/cm³に近づきます。このような変化が起こる理由として、正しい説明はどれですか。 （2022年　山形公立入試　類似）

1.  沸点の低いエタノールが先に多
く留出し、後になるほど留出液に
含まれる水の割合が増えるから

2.  沸点の高い水が先に多く留出
し、後になるほど留出液に含まれ
るエタノールの割合が増えるから

3.  加熱時間が長くなるほど液体の
温度が上昇し、エタノール分子が
水の分子に変化するから

4.  蒸留が進むにつれて容器内の気
圧が変化し、液体の体積が膨張し
て密度が大きくなるから

問6 ガスバーナーに火をつけたところ、炎の色が赤色で、ゆらゆらと揺れて不安定な状態でした。炎を青色の安定した状態にする
ために行う操作として適切なものはどれですか。なお、ガスバーナーの構造は、上側に空気調節ねじ、そのすぐ下側にガス調
節ねじが配置されているものとします。 （2015年　埼玉公立入試　類似）

1.  下のガス調節ねじが動かないよ
うに固定し、上の空気調節ねじを
回して空気の量を増やす。

2.  下のガス調節ねじが動かないよ
うに固定し、上の空気調節ねじを
回して空気の量を減らす。

3.  上の空気調節ねじが動かないよ
うに固定し、下のガス調節ねじを
回してガスの量を増やす。

4.  上の空気調節ねじが動かないよ
うに固定し、下のガス調節ねじを
回してガスの量を減らす。

問7 水とエタノールの混合物を一定の火力で加熱したとき、加熱開始から約4分が経過して温度が約80度に達した付近で、それま
で一定だった温度の上昇が緩やかになりました。このときの現象の説明として最も適切なものはどれですか。 （2026年　三重公立入試　

類似）

1.  混合物に含まれるエタノールが
沸騰し始め、液体が気体に変化し
ている。

2.  混合物に含まれる水が沸騰し始
め、液体が気体に変化している。

3.  混合物の温度が沸点に達したた
め、これ以降は温度が一定に保た
れる。

4.  液体の体積が膨張し、熱が逃げ
やすくなったため温度上昇が鈍っ
ている。

問8 金属の性質のうち、「展性」と「延性」についての説明として正しいものはどれですか。 （2025年　福岡公立入試　類似）

1.  たたくと薄く広がる性質を展性
といい、引き延ばすと細く伸びる
性質を延性という。

2.  たたくと薄く広がる性質を延性
といい、引き延ばすと細く伸びる
性質を展性という。

3.  熱を伝えやすい性質を展性とい
い、電流を流しやすい性質を延性
という。

4.  みがくと輝く性質を展性とい
い、磁石に引きつけられる性質を
延性という。
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答え合わせ・解説

問1 答え 2
密度

物質1立方センチメートルあたりの質量を密度と呼び、これは物質の種類ごとに固有の値を持って
います。質量を体積で割ることで求めることができ、未知の物質が何であるかを特定する際の手が
かりとして利用されます。

問2 答え 2
溶液全体の質量に対する、溶けている溶
質の質量の割合をパーセントで表したも
の

質量パーセント濃度は、溶液全体（溶質と溶媒を合わせたもの）の質量を基準として、その中に溶
けている溶質の質量の割合を示したものである。水などの溶かす液体を溶媒、食塩などの溶けてい
る物質を溶質、それらが混ざり合った液体を溶液と呼ぶ。

問3 答え 1
沸騰が始まってからも、液体の濃度が変
化していくため、温度は一定にならずに
上がっていく。

純物質は融点や沸点が決まっており、状態変化の間は温度が一定に保たれます。しかし、海水のよ
うな混合物の場合、加熱によって水が蒸発していくと残された液体の濃度がしだいに濃くなるなど
の影響で、沸騰中の温度は一定にならず、ゆるやかに上昇し続けるという特徴があります。

問4 答え 1
液体から気体へと状態変化し、全体の質
量は変わらずに体積が急激に増えたた
め、密度は小さくなった。

物質が熱を得て液体から気体に変わる現象を状態変化（蒸発）と呼びます。このとき、物質を構成
する粒子の数に変化はないため全体の質量は一定ですが、粒子どうしの間隔が広がることで全体の
体積が非常に大きくなります。密度は「質量÷体積」で求められるため、質量が変わらずに体積が
増加すると、密度は変化前よりも小さくなります。

問5 答え 1
沸点の低いエタノールが先に多く留出
し、後になるほど留出液に含まれる水の
割合が増えるから

液体を加熱して沸点の違いを利用し、成分を分離する蒸留の操作では、沸点の低い物質が先に気体
となり、冷却されて液体（留出液）として出てきます。エタノールの沸点は水よりも低いため、蒸
留の初期段階ではエタノールの比率が高い液体が取れますが、加熱を続けると元の混合物中のエタ
ノールが減少するため、次第に水が多く留出するようになります。水の密度はエタノールよりも大
きいため、留出液全体の密度は時間の経過とともに大きくなります。

問6 答え 1
下のガス調節ねじが動かないように固定
し、上の空気調節ねじを回して空気の量
を増やす。

ガスバーナーの炎が赤色で不安定なのは、供給されるガスに対して空気が不足しているためです。
この場合、空気調節ねじ（上側のねじ）を反時計回りに回して空気の取り入れ口を広げ、空気の量
を増やすことで、ガスを完全な燃焼に近づけ、青く安定した炎に調節します。操作の際は、ガスの
量が変わらないように、下のガス調節ねじをしっかりと押さえておく必要があります。

問7 答え 1
混合物に含まれるエタノールが沸騰し始
め、液体が気体に変化している。

エタノールの沸点は約78度であり、水よりも低いため、混合物を加熱すると水が沸騰する100度よ
りも低い温度で沸騰が始まります。沸騰が始まると、加えられた熱が液体から気体への状態変化
（気化）に使われるようになるため、加熱時間に対する温度の上昇はそれまでよりも緩やかになり
ます。

問8 答え 1
たたくと薄く広がる性質を展性といい、
引き延ばすと細く伸びる性質を延性とい
う。

金属原子はたたくなどの衝撃を与えても、原子同士の結びつきが維持されたまま位置がずれること
ができるため、独特の変形をします。このうち、面状に広がる性質を「展性」、線状に伸びる性質
を「延性」と呼び、これらは針金や金属箔などの加工に利用されています。電気や熱の通りやすさ
（導電性・熱伝導性）とは区別して理解する必要があります。


